
緑
雨
と
秋
水

－
そ
れ
ぞ
れ
の
　
「
非
戦
論
」

は
じ
め
に

斎
藤
緑
雨
と
は
、
江
戸
の
生
き
残
り
、
「
最
後
の
戯
作
者
」
に
す
ぎ
な
い
の
だ（1）

ろ
う
か
。
私
は
、
拙
論
「
日
清
戦
争
後
の
緑
雨
－
国
家
主
義
化
へ
の
抵
抗
－
」

に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
言
及
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
日
清
戦
争
後
か
ら
晩

年
に
か
け
て
の
緑
雨
の
言
葉
の
中
に
、
日
本
の
国
家
主
義
化
に
対
す
る
抵
抗
の

水
脈
を
辿
り
、
明
治
と
い
う
時
代
と
格
闘
す
る
緑
雨
の
姿
を
素
描
し
た
。
少
し

概
観
す
る
。

緑
雨
は
、
戦
意
高
揚
を
煽
る
新
聞
や
雑
誌
等
の
メ
デ
ィ
ア
を
嘲
笑
し
、
「
日

本
主
義
」
や
「
国
民
文
学
」
を
唱
え
て
い
た
高
山
樗
牛
と
対
立
す
る
。
そ
し
て

復
活
す
る
「
遺
徳
」
　
へ
の
批
判
を
繰
り
返
し
て
い
く
。
ま
た
、
明
治
三
三
年
一

一
月
、
劇
場
取
締
規
則
が
警
視
庁
か
ら
改
正
発
布
さ
れ
、
そ
の
第
二
三
条
に
お（2）

い
て
「
勧
善
懲
悪
の
主
旨
に
背
戻
す
る
」
演
劇
は
「
興
行
す
る
こ
と
を
得
ず
」

と
定
め
ら
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
緑
雨
は
、
翌
三
四
年
一
月
大
野
酒
竹
に
宛
て

塚

　

本

　

章

　

子

た
書
簡
で
、
批
評
家
が
「
一
同
団
結
し
て
社
会
に
対
抗
す
る
」
事
を
訴
え
て
い

る
。
こ
の
抵
抗
の
背
景
に
は
、
明
治
三
一
年
頃
か
ら
始
ま
っ
て
い
く
緑
雨
と
幸

徳
秋
水
と
の
交
友
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
私
は
こ
う
い
っ
た
こ
と
を
指
摘

し
、
さ
ら
に
以
下
の
よ
う
な
こ
と
を
述
べ
た
。

明
治
三
一
年
二
月
の
秋
水
の
薔
朗
報
祉
入
社
以
来
、
緑
雨
と
秋
水
に
交
友
が

あ
っ
た
こ
と
は
以
前
か
ら
よ
く
知
ら
れ
て
き
た
が
、
そ
の
内
実
に
つ
い
て
は
、

（3）

あ
ま
り
考
察
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
両
者
は
互
い
に
重
要
な
も
の
を

与
え
合
っ
て
お
り
、
こ
の
関
係
は
も
っ
と
注
目
さ
れ
て
よ
い
。
明
治
三
七
年
二

月
一
〇
口
］
に
日
露
戦
争
が
始
ま
っ
た
直
後
、
緑
雨
か
ら
秋
水
に
宛
て
て
詐
か
れ

た
二
月
一
五
日
付
の
許
伍
の
内
容
が
、
六
日
後
、
二
一
日
の
r
平
民
新
聞
」
論

説
「
兵
士
の
謬
想
」
に
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
引
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
論
説
は
「
幸

徳
秋
水
全
集
」
　
（
昭
五
七
・
四
、
日
本
国
か
セ
ン
タ
ー
）
　
に
も
収
め
ら
れ
、
現

在
、
秋
水
の
も
の
と
し
て
読
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

小
塙
で
は
、
改
め
て
こ
の
緑
雨
と
秋
水
の
関
係
を
取
り
上
げ
、
緑
雨
の
苦
竹



と
秋
水
の
論
説
か
ら
、
「
非
戦
」
の
問
題
に
つ
い
て
、
少
し
詳
し
く
論
じ
て
み

た
い
。
そ
し
て
両
者
が
、
互
い
に
何
を
与
え
合
っ
た
の
か
探
っ
て
み
た
い
。
ま

ず
、
緑
雨
の
秋
水
宛
書
簡
と
、
r
平
民
新
開
」
論
説
「
兵
士
の
謬
想
」
を
対
比

し
、
日
露
戦
争
に
対
す
る
「
非
戦
」
と
い
う
態
度
に
お
い
て
、
両
者
が
共
鳴
し

合
う
こ
と
を
確
認
す
る
。
だ
が
、
そ
れ
は
完
全
な
一
致
で
は
な
い
。
緑
雨
は
、

秋
水
に
感
化
さ
れ
つ
つ
も
、
秋
水
の
社
会
主
義
に
追
従
し
て
い
た
の
で
は
な

い
。
逆
に
、
秋
水
が
明
視
し
き
れ
て
い
な
か
っ
た
問
題
を
緑
雨
が
指
摘
し
、
秋

水
の
方
が
緑
雨
に
よ
っ
て
啓
発
さ
れ
て
い
っ
た
と
い
う
面
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
緑
雨
が
秋
水
に
与
え
た
視
点
や
、
両
者
の
視
座
の
違
い
に
つ
い
て
考
察
し

た
い
。
さ
ら
に
、
日
露
戦
争
に
際
し
て
国
民
の
愛
国
が
叫
ば
れ
、
人
々
が
急
速

に
国
家
の
一
月
と
し
て
形
成
さ
れ
従
軍
し
て
い
く
中
で
、
緑
雨
の
言
葉
が
、
同

時
代
の
「
非
戦
」
を
訴
え
た
作
家
や
思
想
家
た
ち
の
中
で
ど
の
よ
う
な
位
置
を

占
め
、
ど
の
よ
う
な
「
非
戦
」
の
あ
り
方
に
通
じ
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
に

も
触
れ
て
み
た
い
。

で
は
、
緑
雨
の
明
治
三
七
年
二
月
一
五
日
付
秋
水
宛
書
倍
と
、
そ
の
六
日
後

二
一
日
の
r
平
民
新
開
j
論
説
「
兵
士
の
謬
想
」
を
対
比
す
る
。
ま
ず
、
r
平

民
新
聞
」
の
「
兵
士
の
謬
想
」
を
見
る
。
引
用
は
全
文
で
あ
り
、
少
し
長
い
。

け
る
者
甚
だ
多
し
、
何
ぞ
や
、
従
軍
の
命
に
洩
る
、
を
以
て
、
非
常
の
恥

辱
、
若
く
ば
非
常
の
不
利
益
と
な
す
こ
と
是
れ
也
、
吾
人
之
を
聞
く
、
訓

々
兵
営
に
於
て
健
康
診
断
を
行
へ
る
予
備
後
備
の
兵
士
、
菅
な
放
ら
に
踊

躍
し
て
共
用
ゆ
可
き
を
示
さ
ゞ
る
な
し
。

或
一
人
は
極
め
て
悪
性
の
痔
漏
に
し
て
、

若
汽
船
の
旅
を
菰
ぬ
れ
ば
中

途
に
艶
る
、
は
明
か
な
る
よ
り
之
を
除
き
し
に
彼
れ
頑
と
し
て
応
せ
ず
足

蹄
鴫
し
て
其
功
気
を
示
し
居
た
り
き
。

又
或
一
人
は
病
余
と
覚
し
く
骨
立
見
る
に
堪
へ
ず
、

無
論
だ
め
な
れ
ば

と
て
診
断
を
後
廻
し
に
せ
L
に
何
時
の
間
に
か
消
失
た
り
、

八
方
捜
索
せ

L
に
彼
は
其
不
合
格
を
察
し
診
断
の
人
人
の
間
に
紛
れ
込
み
居
た
り
し
か

ば
引
出
し
て
不
合
格
を
言
渡
せ
り
、
然
る
に
彼
は
流
沸
し
て
従
群
を
乞
ふ

て
巳
ま
ざ
る
よ
り
夫
々
照
会
の
上
輸
卒
と
な
せ
り
。

鴫
呼
此
病
人
、
従
軍
の
途
上
に
艶
死
し
て
果
し
て
何
の
名
誉
あ
る
乎
、

国
家
は
何
の
得
る
所
あ
る
平
、
面
も
憐
れ
む
可
し
、
彼
等
は
従
軍
に
洩

る
、
て
ふ
こ
と
を
以
て
、
非
常
の
恥
辱
と
迷
信
せ
る
也
。

又
先
頃
衛
生
隊
に
て
雇
上
居
た
り
し
三
人
の
兵
士
を
餌
任
せ
L
に
彼
等

は
帰
郷
を
肯
ん
ぜ
ず
、

国
元
の
父
兄
の
手
紙
を
差
出
し
て
動
か
ざ
る
よ
り

之
を
披
見
す
れ
ば
、
其
文
意
は
、
平
時
御
召
上
に
な
り
居
た
り
し
者
戦
時

に
解
任
さ
る
、
は
何
か
不
都
合
あ
り
し
な
る
可
し
、

不
都
合
な
し
と
せ
ば

「
山
川
封
叫
謝
柳
ど
（
傍
線
は
私
に
付
し
た
。

以
下
同
。
）

強
て
も
従
軍
を
願
ふ
べ
し
、
左
ら
ず
ば
帰
郷
す
る
と
も
家
に
は
寄
付
け
難

現
時
の
兵
士
及
び
其
父
兄
の
問

に
、
恐
る
べ
く
忌
む
可
き
の
謬
想
を
抱

し
、
村
の
衆
に
対
し
て
何
の
面
目
あ
る
か
云
々
。



彼
等
父
兄
も
又
従
軍
に
洩
る
、
て
ふ
こ
と
を
以
て
、
非
常
の
恥
辱
と
迷

信
せ
る
也
、
如
此
き
の
事
例
は
実
に
枚
挙
に
追
あ
ら
ず
。

国
家
の
目
的
を
以
て
、
戦
争
に
在
り
と
信
じ
、
国
家
の
為
め
に
尽
す
て

ふ
こ
と
は
直
ち
に
従
軍
を
意
味
す
と
心
得
、
軍
人
と
な
る
を
以
て
、
人
類

以
上
の
階
級
に
上
れ
る
か
の
如
く
に
思
惟
す
る
は
、
現
時
の
兵
士
及
び
父

兄
叫
矧
は
醐
刷
利
瑚
矧
叫
に
し
て
、
而
し
て
其
弊
や
極
め
て
忌
む
べ
く
恐
る

べ
き
者
た
ら
ず
ん
ば
あ
ら
ず
、
何
と
な
れ
ば
一
国
国
民
を
挙
げ
て
戦
争
を

好
み
、
戦
争
に
正
せ
し
む
る
の
最
大
主
因
は
、
実
に
這
個
の
謝
矧
に
在
れ

ば
也
、
而
し
て
古
来
武
断
政
治
、
軍
隊
政
治
の
惨
禍
は
実
に
如
此
に
し
て

助
長
せ
ら
る
れ
ば
也
。

従
軍
に
漏
る
、
を
以
て
恥
辱
と
な
す
は
、
猶
は
恕
す
可
し
、
咄
矧
割
引

遺
徳
あ
ら
ば
、
戦
争
な
く
し
て
可
也
、
軍
人
な
く
し
て
可
也
、
人
の
国
家

に
尽
す
所
以
の
者
は
、
忠
実
に
自
家
の
職
分
を
尽
せ
ば
足
る
の
み
、
夫
れ

唯
だ
自
家
の
職
分
に
忠
実
な
る
、
縦
今
一
粒
の
米
を
産
し
、
一
片
の
金
を

掘
る
に
過
ぎ
ざ
る
も
、
其
人
や
直
ち
に
天
下
第
一
品
の
人
格
に
し
て
、
国

家
第
一
の
忠
臣
た
ら
ん
、
夫
の
生
死
一
榔
金
琉
勲
章
を
賭
す
る
が
如
き
は
、

裏
彦
道
の
亜
流
の
み
、
何
の
名
誉
と
光
栄
あ
ら
ん
や
、
兵
士
よ
、
其
父
兄

0
0

よ
、
速
に
其
謬
見
を
去
っ
て
、
彼
己
氏
の
煽
動
に
乗
せ
ら
る
、
こ
と
勿
れ
。

次
に
、
緑
雨
の
秋
水
宛
か
倍
を
挙
げ
る
。

（
略
）
　
サ
テ

タ
イ
コ
ト
ガ
ア
リ
マ
ス
　
ソ
レ
ハ

惨
事
ダ
ト
カ
何
ダ
ト
カ
制
度
ノ
方
カ
ラ
攻
撃
ス
ル
ノ
モ
宜
シ
イ
ガ
　
兵
士

其
人
ノ
謬
想
ノ
方
カ
ラ
モ
　
モ
ツ
ト
諭
サ
ネ
バ
イ
ケ
マ
イ
カ
ト
思
ヒ
マ
ス

2

の
兵
士
中
、
其
業
務
を
地
ち
、
其
妻
子
に
別
る
、
を
も
省
み
ず
、
強
て
従

僕
ノ
開
イ
タ
話
デ
ハ
毎
日
何
千
ト
ナ
ク
予
備
後
備
ノ
健
康
診
断
ヲ
兵
営
デ

軍
を
乞
ふ
者
、
極
め
て
卑
し
む
可
き
虚
栄
の
心
、
利
益
の
念
に
駆
ら
る

行
ツ
タ
ノ
こ
戦
争
ノ
妙
デ
ナ
イ
ラ
シ
イ
顔
即
チ
不
元
気
ノ
ヤ
ツ
ハ
百
人

者
少
な
か
ら
ず
、
彼
等
凱
旋
の
日
、
軍
帽
頭
に
在
り
、
熱
賛
胸
に
在
り
、

一
人
ア
ル
カ
無
シ
デ
、
一
例
ヲ
挙
グ
レ
バ
戎
一
人
ハ
極
メ
テ
悪
性
ノ
痔
病

侃
剣
錦
々
と
し
て
、
巻
煙
草
を
吹
か
せ
ば
、
一
郷
の
老
若
皆
な
其
前
に
平

デ
コ
ン
ナ
者
ヲ
汽
車
二
乗
七
汽
船
二
乗
セ
テ
連
レ
テ
行
ケ
バ
未
戦
ハ
ザ
ル

伏
す
る
の
光
栄
を
想
望
す
れ
ば
、
心
中
窃
か
に
愉
快
に
堪
ざ
る
者
あ
り
、

安
ん
ぞ
知
ら
ん
、
走
れ
汝
が
生
涯
の
堕
落
に
向
つ
て
、
其
第
一
脚
を
投
ず

る
者
な
る
を
。

知
れ
兵
士
よ
、
其
父
兄
よ
、
国
家
は
戦
争
を
以
て
目
的
と
す
る
者
に
非

ず
、
国
家
は
軍
人
の
み
を
以
て
立
つ
者
に
非
ず
、
衣
な
か
る
可
ら
ず
、
食

な
か
る
可
ら
ず
、
道
徳
な
か
る
可
ら
ず
、
否
な
既
に
衣
あ
り
、
食
あ
り
、

ニ
弊
ル
、
こ
キ
マ
ツ
テ
ヰ
ル
、
ソ
コ
デ
コ
レ
ヲ
バ
ネ
ノ
ケ
ル
ト
其
者
頑
ト

シ
テ
応
ジ
ナ
イ
　
痛
ク
ナ
イ
フ
リ
デ
足
ヲ
路
鳴
ラ
シ
テ
用
7
ベ
キ
ヲ
示
シ

テ
ヰ
ル
　
又
或
一
人
ハ
長
柄
ノ
ア
ゲ
ク
デ
ヾ
モ
ア
ル
カ
骨
立
見
ル
ニ
タ
へ

ナ
イ
　
無
論
ダ
メ
ダ
カ
ラ
診
断
ヲ
ア
ト
へ
廻
シ
テ
暫
ク
控
へ
サ
セ
テ
置
ク

ト
イ
ツ
ノ
問
ニ
カ
消
エ
テ
ナ
ク
ナ
ツ
タ
　
八
方
捜
索
ス
ル
ト
自
分
デ
モ
ハ

ネ
ノ
ケ
ラ
レ
ル
事
ヲ
察
シ
テ
診
断
済
ノ
人
々
ノ
問
へ
ソ
ツ
ト
隠
レ
テ
居
タ



引
張
ツ
テ
来
テ
バ
ネ
ノ
ケ
ヲ
言
渡
ス
ト
　
流
沸
シ
テ
軍
二
従
ハ
ン
コ
ト
ヲ

乞
フ
テ
止
マ
ナ
イ

何
ト
シ
テ
モ
泣
イ
テ
ヰ
テ
仕
方
ガ
ナ
イ
ノ
デ
ソ
レ

ぐ
照
会
ノ
上
、
輸
卒
こ
シ
タ
、

コ
ン
ナ
話
ハ
マ
ダ
澤
山
ア
ル
、
衛
生
隊
力
何
カ
デ
雇
ヒ
上
ゲ
テ
ア
ツ
タ
三

人
ノ
兵
ヲ
先
頃
解
任
シ
タ
ガ
　
ド
ゥ
シ
テ
モ
キ
カ
ナ
イ
帰
郷
シ
ナ
イ
国
元

る
兵
士
た
ち
の
「
虚
栄
心
」
の
指
摘
な
ど
、
緑
雨
の
手
紙
か
ら
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま

引
用
さ
れ
て
い
る
。
兵
士
や
そ
の
父
兄
の
抱
く
「
謬
想
」
　
へ
の
痛
烈
な
批
判

は
、
も
と
も
と
は
緑
雨
の
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
r
平
民
新
聞
」
の
論
説
「
兵

士
の
謬
想
」
は
、
緑
雨
の
論
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

緑
雨
は
こ
の
秋
水
宛
の
杏
悟
を
次
の
よ
う
に
書
き
始
め
て
い
る
。

ノ
父
兄
ノ
手
紙
ヲ
差
出
シ
テ
動
カ
ナ
ィ
、
其
手
紙
こ
何
ガ
カ
イ
テ
ア
ル
カ

急
こ
僕
モ
非
戦
論

モ
酋
キ
タ
ク
ナ
ツ
タ
ト
申
シ
マ
ス
ノ
バ
　
小
山
田
ガ

ト
イ
ヘ
バ
　
平
時
御
召
上
こ
ナ
ツ
テ
居
タ
モ
ノ
ガ
戦
時
こ
解
任
サ
レ
ル
ヤ

ウ
デ
ハ
　
何
力
不
都
合
ガ
ア
ツ
タ
ニ
相
違
ナ
ィ
、
不
都
合
ガ
ナ
イ
ノ
ナ

ラ
強
テ
モ
従
軍
ヲ
願
へ
　
ソ
レ
ガ
デ
キ
ズ
バ
帰
郷
シ
テ
モ
家
へ
ハ
ヨ
セ
ツ

ケ
ヌ
　
村
ノ
衆
二
封
シ
テ
何
ノ
面
目
ガ
ア
ル
カ
ト
イ
フ
ヤ
ウ
ナ
意
味
ガ
ツ

別
離
ノ
棲
惨
ト
カ
何
ト
カ
イ
フ
ノ
バ
家
ヲ
出
ル
迄
ノ
事
デ
兵
営
へ
来
レ
バ

モ
ウ
姐
上
ノ
魚
デ
ア
キ
ラ
メ
テ
ヰ
ル
ノ
ダ
ト
モ
言
へ
マ
セ
ウ
ガ
　
シ
カ
シ

8

実
情
ハ
サ
ウ
デ
ナ
イ
　
人
々
ノ
オ
ダ
テ
二
乗
ツ
テ
ソ
シ
テ
内
心
ニ
ハ
金
塊

勲
章
ノ
夢
ヲ
見
テ
ヰ
ル
ノ
デ
ス
　
（
略
）

右
の
二
つ
の
資
料
を
比
べ
る
と
、
F
平
民
新
聞
」
　
「
兵
士
の
謬
想
」
　
に
は
、
緑

雨
の
言
葉
が
非
常
に
多
く
入
り
込
ん
で
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
「
兵
士
の
謬
想
」

と
い
う
タ
イ
ト
ル
、
当
然
の
よ
う
に
健
康
診
断
を
受
け
る
兵
士
の
様
子
、
「
痔

漏
」
や
、
「
病
余
」
に
も
関
わ
ら
ず
従
軍
を
乞
う
者
た
ち
の
姿
、
兵
を
「
解
任
」

さ
れ
て
も
家
族
の
圧
力
に
よ
っ
て
「
帰
郷
」
で
き
な
い
者
た
ち
の
姿
、
「
扇
動

に
の
せ
ら
」
れ
、
「
利
益
の
念
に
駆
ら
れ
」
て
「
勲
章
」
や
「
光
栄
」
を
夢
見

第
二
師
団
へ
廻
サ
レ
テ
出
征
ノ
途
こ
上
ル
ベ
キ
命
令
ヲ
受
ケ
マ
シ
タ
ノ
デ

僕
パ
オ
砲
へ
ノ
医
者
ガ
ナ
ク
ナ
ツ
タ
訳
デ
ス

三
十
九
度
五
分
ノ
発
熱
中
ヲ
車
ト
人
ト
ニ
扶
ケ
ラ
レ
テ
昨
夜
ヨ
ギ
ナ
ク
上

野
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
迄
参
リ
マ
シ
タ
ノ
デ
　
今
朝
ハ
殊
ノ
外
ノ
弱
り
方
デ
ス

バ
カ
ナ
話
デ
ス
　
他
ノ
見
送
入
ハ
僕
ノ
病
気
ナ
ド
ハ
少
シ
モ
問
ハ
ナ
イ

万
歳
ダ
ノ
大
勝
利
ダ
ノ
ト
喉
ノ
裂
ケ
ル
ヤ
ウ
ナ
声
ヲ
出
シ
テ
居
マ
シ
タ

周
知
の
よ
う
に
、
日
露
戦
争
に
際
し
て
秋
水
は
「
非
戦
論
」
を
展
開
し
て
い

た
。
そ
れ
を
受
け
て
、
緑
雨
も
、
「
急
二
僕
モ
非
戦
論
デ
モ
告
キ
タ
ク
ナ
ツ
タ
」

と
書
い
て
い
る
。
小
山
田
と
あ
る
の
は
、
小
山
田
家
に
養
子
に
行
き
、
軍
医
と

な
っ
て
い
た
緑
雨
の
末
の
弟
、
謙
の
こ
と
で
あ
る
。
緑
雨
の
言
葉
が
、
実
弟
の

出
征
に
際
し
て
、
日
露
戦
争
の
戦
意
高
揚
の
気
運
の
た
だ
な
か
で
述
べ
ら
れ
た

言
葉
で
あ
り
、
ま
た
後
に
続
け
ら
れ
て
い
く
批
判
の
鋭
さ
を
考
え
る
と
き
、
や

は
り
こ
の
書
簡
の
文
章
は
、
秋
水
の
　
「
非
戦
論
」
を
一
つ
の
桂
子
と
し
て
述
べ

（4）

ら
れ
て
い
っ
た
、
緑
雨
の
　
「
非
戦
論
」
　
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

そ
し
て
こ
の
文
章
は
、
そ
れ
ま
で
続
け
ら
れ
て
き
た
秋
水
と
の
交
友
関
係
の



中
か
ら
、
緑
雨
が
受
け
取
っ
て
き
た
も
の
の
一
つ
の
結
実
を
、
象
徴
的
に
表
し

（5）

て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

緑
雨
と
秋
水
は
、
「
非
戦
」
と
い
う
点
で
影
響
し
あ
い
、
共
鳴
し
あ
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。

二

で
は
、
緑
雨
は
秋
水
に
ど
の
よ
う
な
視
点
を
与
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ

し
て
、
緑
雨
の
視
座
の
特
質
は
、
ど
う
い
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
と
い
え
る
の

だ
ろ
う
か
。

日
露
戦
争
は
、
民
衆
の
中
に
愛
国
の
気
運
が
高
ま
り
、
「
国
民
」
と
し
て
国

家
を
支
え
る
役
割
を
担
い
始
め
た
戦
争
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
や
は
り
「
非
戦
」

を
訴
え
た
内
村
鑑
三
も
、
「
日
露
戦
争
よ
り
余
が
受
け
し
利
益
」
　
（
r
新
希
望
し

明
三
八
・
二
）
　
の
中
で
、
「
私
は
甚
だ
琉
慢
な
る
申
分
か
は
知
れ
ま
せ
ん
が
、

日
本
国
民
が
此
戦
争
に
熱
狂
す
る
の
を
見
て
、
我
が
最
愛
の
友
が
放
蕩
遊
惰
に

身
を
持
崩
し
っ
、
あ
る
の
を
目
撃
し
て
居
る
や
う
な
感
が
致
し
ま
し
た
。
」
と

述
べ
、
国
民
の
熱
狂
に
対
す
る
不
快
感
を
あ
ら
わ
に
し
て
い
る
。
緑
雨
の
、
兵

士
や
そ
の
父
兄
の
「
謬
想
」
と
い
う
指
摘
は
、
い
ち
早
く
正
鵠
を
射
た
も
の
で

あ
っ
た
。

先
に
挙
げ
た
緑
雨
の
明
治
三
七
年
二
月
一
五
日
付
秋
水
宛
書
簡
は
、
二
月
一

四
日
の
「
平
民
新
開
」
に
掲
載
さ
れ
た
秋
水
の
論
説
「
兵
士
を
送
る
」
を
受
け

て
缶
か
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
秋
水
は
、
「
兵
士
」
を
「
憐
れ
む
可
」
き
も
の
と

し
、
「
諸
君
の
田
畝
は
荒
れ
ん
、
諸
君
の
業
務
は
廃
せ
ら
れ
ん
、
諸
君
の
老
親

は
独
り
門
に
借
り
、
諸
君
の
東
児
は
空
し
く
飢
に
泣
く
、
而
し
て
諸
君
の
生
還

は
元
よ
り
期
す
可
ら
ざ
る
也
、
」
と
家
族
の
別
離
の
悲
し
み
を
描
き
出
す
。
そ

し
て
、
こ
れ
を
「
社
会
制
度
の
鐸
」
と
し
て
い
る
。
社
会
主
義
者
の
秋
水
が
、

批
判
の
矛
先
を
「
国
家
」
や
「
社
会
制
度
」
　
へ
と
向
け
る
の
は
、
当
然
の
事
で

あ
っ
た
だ
ろ
う
。
だ
が
、
緑
雨
は
青
酷
の
中
で
、
そ
う
い
っ
た
方
面
へ
の
攻
撃

だ
け
で
は
不
十
分
な
こ
と
を
指
摘
し
た
の
で
あ
る
。
緑
雨
の
描
く
兵
士
や
そ
の

父
兄
の
姿
は
、
生
々
し
く
リ
ア
ル
で
あ
る
。
先
ほ
ど
挙
げ
た
緑
雨
の
秋
水
宛
青

筒
の
続
き
、
後
半
部
分
を
見
て
お
き
た
い
。

諸
君
ノ
田
畝
ハ
荒
レ
ン
ト
言
ツ
テ
モ
其
諸
君
ハ
チ
ッ
ト
モ
驚
カ
ナ
イ
　
勲

章
ヲ
サ
ゲ
テ
剣
ヲ
ガ
チ
ヤ
！
～
イ
ハ
セ
テ
巻
煙
草
ヲ
フ
カ
セ
バ
村
ノ
人
タ

チ
ハ
皆
平
伏
ス
ル
モ
ノ
ト
思
ツ
テ
ヰ
ル
　
其
平
伏
ノ
タ
メ
ニ
ハ
田
畝
ナ
ド

ハ
考
へ
テ
居
マ
セ
ン
　
（
略
）
　
ナ
ル
ホ
ド
制
度
モ
ワ
ル
イ
、
新
開
ナ
ド
ノ
オ

ダ
テ
モ
ワ
ル
イ
、
ソ
レ
ハ
ソ
レ
デ
攻
撃
ス
ベ
シ
デ
ス
ガ
一
面
二
兵
士
及

ビ
其
父
兄
ノ
謬
想
ヲ
タ
ヾ
シ
テ
ヤ
ラ
ネ
バ
イ
ケ
マ
セ
ヌ
　
平
民
新
聞
ノ
非

戦
論
ハ
前
者
ノ
攻
撃
バ
カ
リ
デ
　
後
者
ノ
説
得
ガ
ナ
イ
ト
思
ヒ
マ
ス
ガ

イ
カ
ニ
ア
ス
カ
　
（
略
）
趣
意
ハ
両
面
カ
ラ
オ
ヤ
リ
ナ
サ
ル
ヤ
ウ
ニ
ト
申
ス

ノ
ニ
在
ル
ノ
デ
ス

緑
雨
は
、
理
想
の
制
度
を
夢
見
る
秋
水
の
前
に
、
校
さ
も
愚
か
さ
も
併
せ
持

つ
民
衆
の
実
体
を
突
き
付
け
、
「
国
家
」
　
や
「
社
会
制
度
」
だ
け
で
は
な
く
、

戦
争
へ
と
突
き
進
む
勢
力
と
な
っ
た
　
「
国
民
」
　
の
姿
を
捉
え
、
そ
こ
に
訴
え



て
、
「
非
戦
」
　
へ
と
「
説
得
」
し
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
を
述
べ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
秋
水
に
と
っ
て
重
要
な
視
点
と
な
り
、
秋
水
の
「
非
戦
論
」
に
、
独

特
の
奥
行
き
を
も
た
ら
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

秋
水
は
、
緑
雨
の
助
言
を
取
り
入
れ
る
。
「
兵
士
の
謬
想
」
と
同
日
に
掲
載

さ
れ
た
論
説
、
「
戦
死
者
の
遺
族
」
　
（
r
平
民
新
聞
」
明
三
七
二
∵
二
一
）
　
で

は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

世
人
は
戦
死
を
以
て
名
誉
と
な
せ
り
、
光
栄
と
な
せ
り
、
彼
等
死
者
の

遺
族
も
亦
戦
死
を
以
て
、
名
誉
と
な
さ
ん
、
光
栄
と
な
さ
ん
、
此
光
栄
と

名
誉
と
の
為
め
に
は
、
一
切
の
快
楽
、
安
愚
を
犠
牲
と
な
す
も
、
猶
は
可

な
り
と
な
さ
ん
、
此
光
栄
と
名
誉
と
は
、
如
何
の
苦
痛
、
悲
傷
を
も
償
ふ

て
余
あ
り
と
な
さ
ん
、
社
会
は
如
此
く
断
定
す
、
新
聞
紙
は
如
此
く
命
令

す
、
両
も
其
洋
語
、
虚
栄
の
念
を
去
っ
て
半
夜
窃
か
に
其
良
心
に
向
つ
て

問
へ
、
窃
か
に
自
然
の
性
情
に
向
つ
て
問
へ
、
こ
の
名
誉
と
光
栄
と
は
共

に
一
時
の
名
誉
光
栄
に
非
ざ
る
平
、
此
悲
傷
と
苦
痛
と
は
、
送
に
百
年
癒

す
可
ら
ざ
る
の
悲
傷
苦
痛
に
非
ざ
る
平
、
而
し
て
彼
等
は
依
然
戦
争
を
以

て
善
事
と
な
す
平
、

こ
の
よ
う
に
、
秋
水
は
、
人
々
の
心
の
奥
に
あ
る
真
の
悲
し
み
を
、
偽
り
な

く
見
つ
め
る
こ
と
を
呼
び
か
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

秋
水
の
「
非
戦
論
」
は
、
深
化
し
て
い
く
。
秋
水
は
、
「
戦
争
と
新
聞
紙
」

（
「
平
民
新
聞
J
明
三
七
二
二
・
六
）
　
で
、
新
聞
報
道
の
あ
り
方
に
つ
い
て
次
の

よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

彼
等
の
所
為
は
正
確
に
之
を
報
道
し
忠
実
に
之
を
評
論
す
る
よ
り
も
、
唯

だ
之
を
謳
歌
し
、
之
に
阿
媚
し
之
を
教
唆
し
煽
動
し
て
、
其
長
か
ら
ざ
ら

ん
こ
と
を
是
れ
恐
る
、
者
の
如
く
然
り
、
（
略
）
而
し
て
彼
等
の
如
上
の

言
説
が
、
社
会
人
心
に
向
つ
て
与
ふ
る
の
影
響
は
、
果
し
て
如
何
、
戦
争

は
国
民
最
高
の
事
業
と
し
て
重
ん
ぜ
ら
る
、
に
至
れ
る
に
非
ず
や
、
虚
栄

は
国
民
最
高
の
道
徳
と
し
て
見
ら
る
、
に
至
れ
る
に
非
ず
や
、
（
略
）
　
二

十
世
紀
文
明
の
智
識
道
徳
を
解
す
る
の
国
民
は
、
忽
然
と
し
て
中
世
紀
戦

国
時
代
の
陣
笠
雑
兵
に
退
化
す
る
に
至
れ
る
也
、

秋
水
は
、
新
聞
報
道
が
戦
争
を
「
謳
歌
」
し
、
「
煽
動
」
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
人
々
が
戦
争
を
「
国
民
円
奴
高
の
事
業
」
と
し
、
「
虚
栄
」
を
「
国
民
最
高

の
道
徳
」
と
し
て
、
「
中
世
紀
戦
国
時
代
の
陣
笠
雑
兵
に
退
化
」
し
て
い
る
と

指
摘
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
う
い
っ
た
報
道
の
あ
り
か
た
を
非
難
し
、
「
其

酔
狂
よ
り
醒
め
よ
、
而
し
て
更
に
国
民
を
醒
ま
せ
」
と
訴
え
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
「
戦
争
と
小
学
児
亜
」
　
（
「
平
民
新
開
」
明
三
七
・
三
二
一
〇
）
　
で
は
、

以
下
の
よ
う
に
苦
く
。

恐
る
可
き
哉
、
各
地
の
小
学
校
は
、
又
少
年
少
女
の
智
徳
の
練
磨
、
性

情
の
淘
治
の
場
に
あ
ら
ず
し
て
、
殆
ど
一
種
の
狂
熱
煽
揚
の
具
と
な
ら
ん

と
す
。見
よ
今
や
小
学
の
児
童
が
日
夕
口
に
す
る
所
は
征
露
の
軍
歌
也
、
観
る

所
は
陸
海
軍
の
図
画
也
、
行
ふ
所
は
模
擬
の
戟
争
也
、
而
し
て
只
管
戦
争

を
謳
歌
し
、
戦
争
を
尊
重
し
、
戦
争
に
随
喜
し
て
狂
す
る
が
如
し
、
（
略
）



教
師
は
之
を
質
し
、
父
兄
は
之
を
喜
び
、
社
会
及
び
「
社
会
の
木
鐸
」
た

る
新
聞
紙
は
、
喧
々
之
を
賛
し
て
、
所
謂
「
挙
国
一
致
」
　
の
例
証
と
な
す

も
の
、
如
し
、
鴫
呼
是
れ
真
に
賞
す
べ
く
、
喜
ぶ
べ
く
、
賛
す
べ
き
の
こ

と
な
る
平
。
（
略
）
　
人
を
敢
ひ
人
を
活
す
の
高
き
こ
と
を
思
は
ず
し
て
、

人
を
苦
し
め
人
を
殺
す
の
壮
な
る
を
信
ぜ
ん
と
す
る
也
、
而
し
て
出
来
す

る
の
国
民
は
果
し
て
如
何
な
る
国
民
な
る
べ
き
平
、
文
明
の
国
民
平
、
正

義
の
国
民
平
、
遺
徳
の
国
民
乎
、
彼
己
氏
の
所
謂
大
国
民
乎
、
否
な
唯
だ

戦
争
の
弥
次
馬
の
み
、
然
り
弥
次
馬
の
み
、

こ
こ
で
は
秋
水
は
、
教
育
の
名
の
下
に
、
戦
争
の
　
「
謳
歌
」
　
や
「
尊
重
」
　
が

「
児
童
」
た
ち
に
植
え
付
け
ら
れ
て
い
く
小
学
校
の
現
状
を
と
ら
え
て
い
る
。

そ
し
て
、
そ
こ
で
出
来
上
が
る
国
民
と
は
、
「
戦
争
の
弥
次
馬
」
　
で
し
か
な
い

と
述
べ
、
学
校
教
育
を
批
判
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
秋
水
の
論
は
、
戦
意
を
煽
ら
れ
、
何
の
疑
い
も
な
く
戦
争
を

肯
定
し
て
い
る
人
々
に
対
す
る
批
判
的
な
視
点
を
含
み
な
が
ら
、
新
間
メ
デ
ィ

ア
や
学
校
教
育
と
い
っ
た
日
常
的
次
元
か
ら
人
々
を
駆
り
立
て
て
い
る
仕
掛
け

を
あ
ば
き
、
そ
の
是
正
を
訴
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
秋
水
の

「
制
度
批
判
」
や
「
新
聞
批
判
」
に
、
こ
う
い
っ
た
視
点
を
与
え
、
探
化
さ
せ

て
い
っ
た
の
は
、
緑
雨
の
言
葉
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

秋
水
に
と
っ
て
、
緑
雨
は
大
き
な
存
在
で
あ
っ
た
。
緑
雨
の
死
に
際
し
て
、

秋
水
は
「
筆
の
し
づ
く
」
　
（
r
平
民
新
聞
j
明
三
七
・
五
・
一
～
二
九
）
　
で
、
「
近

日
何
ぞ
傷
心
の
事
多
き
や
、
緑
雨
は
窮
死
し
、
（
略
）
我
は
中
心
転
た
寂
実
の

情
に
堪
へ
ず
、
意
強
き
人
は
女
々
し
と
笑
は
ん
、
我
は
到
底
情
を
矯
む
る
の
力

な
し
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
緑
雨
の
死
に
彷
撃
を
受
け
、
深
く
悼
ん
で
い
る
様

子
が
う
か
が
わ
れ
る
。
そ
し
て
秋
水
は
、
「
上
に
掲
ぐ
る
は
緑
雨
の
H
像
な
り
、

（
略
）
眉
目
の
問
、
如
何
に
天
才
の
き
ら
め
け
る
か
を
見
よ
、
」
と
、
線
雨
を

「
天
才
」
と
呼
ん
で
い
る
。

さ
ら
に
、
「
緑
雨
に
就
て
」
（
F
中
央
公
論
」
明
四
〇
二
〇
）
で
は
、
「
線
両

が
今
の
文
壇
に
多
く
の
敵
を
作
っ
た
」
と
し
た
な
ら
ば
、
そ
れ
は
「
線
雨
共
人

の
恥
辱
で
な
く
て
、
偶
々
以
て
今
の
文
士
社
会
が
如
何
な
る
空
気
に
満
て
居
る

敗
が
覗
は
れ
る
」
の
だ
と
述
べ
、
線
雨
を
弁
護
し
て
い
る
。

ま
た
秋
水
は
、
線
雨
の
書
簡
を
、
「
裁
敬
愛
し
て
措
か
ざ
り
し
友
の
、
血
L
の

痕
、
涙
の
痕
で
あ
る
。
」
と
言
い
、
「
予
去
ら
ば
、
被
等
は
お
の
づ
か
ら
売
ら
れ

棄
て
ら
れ
毀
た
れ
焼
か
れ
て
散
失
せ
る
で
あ
ら
う
。
せ
め
て
は
予
の
手
許
に
在

る
間
に
於
て
、
極
め
て
穏
か
な
差
支
へ
の
な
い
分
だ
け
で
も
、
公
け
に
し
て
置

、
ト
か
う
と
決
心
し
て
」
、
幾
通
か
の
デー
モ
ー
．

j
酷
を
公
表
し
て
い
る
。
そ
の
残
り
の
」
t
＝
酷

は
、
秋
水
が
大
逆
事
作
で
処
刑
さ
れ
た
後
、
二
束
に
し
て
特
別
に
纏
め
ら
れ
て

（
7
し

い
た
と
い
う
。
秋
水
に
と
っ
て
、
緑
雨
は
生
涯
決
し
て
忘
れ
ら
れ
ぬ
E
畏
友
で
あ

っ
た
。

だ
が
緑
雨
は
、
秋
水
の
歩
む
社
会
主
義
実
現
の
道
に
、
追
従
し
て
い
た
の
で

は
な
い
。
r
平
民
新
聞
」
を
創
刊
す
る
秋
水
の
奮
闘
を
見
つ
め
る
緑
雨
の
書
簡

の
言
葉
に
も
、
こ
の
両
者
の
立
場
の
差
が
現
れ
て
い
る
。
明
治
三
七
年
二
月
一

一
日
付
の
秋
水
宛
緑
雨
書
簡
か
ら
挙
げ
る
。



発
生
ノ
時
H
ヲ
忠
ハ
ズ
こ
欧
洲
ノ
事
例
ヲ
今
ス
グ
日
本
へ
持
ツ
テ
来
テ
モ

ダ
メ
デ
ス
　
（
略
）

艶
レ
テ
ノ
チ
巳
ム
ナ
ド
、
イ
ヒ
マ
ス
ガ
艶
ル
レ
バ
巳
ム
ノ
バ
当
り
前
デ
ス

（
略
）
主
義
ノ
十
ヲ
一
皮
二
行
ハ
ン
ト
シ
テ
苦
ム
ヨ
リ
モ
三
行
、
四
行
、

五
行
、
ト
方
便
交
リ
こ
順
次
二
進
ム
方
ガ
イ
、
デ
ハ
ア
リ
マ
セ
ン
カ
　
遂

二
十
モ
廿
モ
行
ヒ
得
ル
コ
ト
ニ
ナ
リ
マ
ス
　
（
略
）

階
級
打
破
ハ
結
構
デ
ス
ガ
　
今
ハ
マ
ダ
階
級
ガ
ア
ル
ノ
デ
ス
カ
ラ
　
ヤ
バ

リ
中
流
ド
コ
ロ
ヲ
目
蒐
ケ
テ
地
歩
ヲ
占
メ
ネ
バ
ダ
メ
デ
ス
　
（
略
）
今
ノ
社

会
ノ
努
力
中
心
力
ラ
段
々
ハ
ナ
レ
テ
シ
マ
ヒ
マ
ス
　
ソ
レ
デ
ハ
主
義
ノ
弘

通
二
大
障
擬
ヲ
来
シ
マ
セ
ウ

「
発
生
ノ
時
日
ヲ
恩
ハ
ズ
ニ
欧
洲
ノ
事
例
ヲ
今
ス
グ
日
本
へ
持
ツ
テ
来
テ
モ

ダ
メ
デ
ス
」
と
い
う
緑
雨
の
言
葉
は
、
鋭
い
指
摘
で
は
な
か
っ
た
か
。
緑
雨

は
、
社
会
主
義
そ
の
も
の
を
否
定
し
て
い
た
の
で
は
な
い
。
緑
雨
は
、
「
主
義

ノ
十
ヲ
一
皮
二
行
ハ
ン
ト
シ
テ
苦
ム
ヨ
リ
モ
三
行
、
四
行
、
五
行
、
ト
方
便
交

リ
ニ
順
次
二
進
ム
方
ガ
　
（
略
）
遂
二
十
モ
廿
モ
行
ヒ
得
ル
コ
ト
ニ
ナ
リ
マ
ス
」
、

あ
る
い
は
ま
た
、
「
今
ノ
社
会
ノ
勢
力
中
心
カ
ラ
段
々
ハ
ナ
レ
テ
シ
マ
」
う
と

「
主
義
ノ
弘
通
二
大
障
擬
ヲ
」
き
た
す
、
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
緑
雨

は
、
秋
水
が
「
欧
洲
」
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
理
想
だ
け
を
夢
見
て
突
き
進
む
事

を
諌
め
、
現
実
の
日
本
社
会
の
中
で
一
定
の
勢
力
を
保
ち
な
が
ら
、
「
中
流
ド

コ
ロ
ヲ
目
蒐
ケ
テ
地
歩
ヲ
占
メ
」
、
進
ん
で
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
言
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
四
日
後
、
二
月
一
五
日
付
秋
水
宛
書
簡
の
中

で
、
緑
雨
が
こ
の
二
日
日
付
古
酷
の
内
容
を
総
括
し
て
、
「
要
ス
ル
ニ
現
世
二

主
義
ヲ
行
ハ
ン
ト
セ
ハ
マ
ル
デ
現
世
ヲ
ハ
ナ
レ
テ
ハ
ナ
ラ
ナ
ィ
、
攻
リ
ヲ
ア
ビ

ル
ノ
ガ
イ
ヤ
ナ
ラ
オ
モ
テ
ヘ
出
ヌ
ガ
ヨ
シ
　
水
撤
車
ハ
ホ
カ
ノ
輩
ヨ
リ
モ
ヨ
ゴ

レ
テ
キ
タ
ナ
イ
ト
中
シ
タ
ヤ
ウ
ナ
訳
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
伺
え
る
。

後
に
木
下
尚
江
は
、
「
廃
刊
を
祝
す
」
　
（
「
東
京
社
会
新
間
」
明
四
一
・
九
・

一
五
）
　
で
、
「
今
ま
で
H
本
の
社
会
主
義
と
云
ふ
も
の
が
、
言
論
の
皮
相
以
外

何
程
の
価
値
を
持
っ
て
居
た
か
と
云
ふ
こ
と
は
、
諸
君
が
各
自
に
熟
慮
を
要
す

る
間
題
で
あ
ら
う
。
」
と
省
き
、
日
本
の
社
会
主
義
が
、
現
実
の
l
1
1
に
強
固
な

租
を
張
っ
て
い
け
な
か
っ
た
こ
と
を
悔
い
て
い
る
。
緑
雨
の
指
摘
は
、
早
い
時

点
で
、
鋭
い
と
こ
ろ
を
突
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
秋
水
と
の
関
係
の
中
で
見
え
て
く
る
の
は
、
緑
雨
の
特
新
山

が
、
あ
く
ま
で
も
現
実
に
密
着
し
、
そ
の
根
底
を
見
つ
め
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ

に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
緑
雨
は
、
現
実
を
忘
れ
て
飛
翔
す
る
こ
と
を

警
戒
す
る
の
で
あ
る
。

緑
雨
の
生
涯
は
、
貧
困
に
苦
し
み
続
け
た
生
涯
で
も
あ
っ
た
。
緑
雨
は
、
右

に
挙
げ
た
二
月
〓
目
付
の
青
侍
の
中
で
、
「
主
義
モ
意
見
モ
生
活
間
題
ノ
ノ

チ
ノ
モ
ノ
デ
ス
　
僕
ハ
コ
ノ
点
二
於
テ
太
ダ
冷
カ
デ
ス
　
冷
カ
ニ
ナ
ツ
テ
ヲ
リ

マ
ス
　
世
間
ガ
冷
カ
ニ
シ
テ
ク
レ
マ
シ
タ
」
、
と
書
い
て
い
る
。
秋
水
が
、
「
緑

雨
に
就
て
」
（
前
山
）
　
の
中
で
、
「
北
風
身
を
切
る
や
う
な
晩
を
、
骸
骨
の
や
う

に
な
っ
て
咳
入
り
な
が
ら
、
本
所
の
横
網
か
ら
有
楽
町
ま
で
、
僅
か
の
小
遣
ひ

を
相
談
に
来
た
の
も
幾
度
で
あ
っ
た
ら
う
、
彼
は
其
瞑
目
の
二
三
週
間
前
ま



で
、
重
体
の
病
苦
を
忍
ん
で
米
代
を
桁
へ
に
歩
い
た
の
だ
。
」
と
書
き
残
し
て

い
る
よ
う
に
、
緑
雨
は
死
の
床
に
伏
し
て
な
お
、
貧
し
さ
に
苦
し
ま
ね
ば
な
ら

な
か
っ
た
。
緑
雨
を
一
つ
の
主
義
に
酔
わ
せ
な
か
っ
た
の
は
、
こ
の
徹
底
的
に

醒
め
た
眼
差
し
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
が
、
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
佃

に
徹
し
、
市
井
の
人
々
を
見
つ
め
よ
う
と
す
る
晩
年
の
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
の
視
点

に
繋
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

日
露
戦
争
に
つ
い
て
は
、
秋
水
の
他
に
も
、
先
に
挙
げ
た
木
下
尚
江
や
、
内

村
鑑
三
、
そ
し
て
徳
富
蕊
花
と
い
っ
た
人
々
も
「
非
戦
」
を
唱
え
て
い
た
。
彼

ら
が
、
根
本
的
な
と
こ
ろ
で
影
響
を
受
け
、
一
つ
の
拠
り
所
と
し
て
い
た
の

は
、
社
会
主
義
で
あ
り
、
あ
る
い
は
ま
た
キ
リ
ス
ト
教
で
あ
っ
た
。
こ
う
い
っ

た
中
に
、
最
初
に
あ
げ
た
緑
雨
の
明
治
三
七
年
二
月
一
五
日
付
秋
水
宛
書
簡
を

お
い
て
み
れ
ば
、
そ
れ
は
一
見
、
確
固
た
る
拠
り
所
を
持
つ
こ
と
の
な
か
っ
た

「
非
戦
論
」
に
も
見
え
る
。
し
か
し
、
個
に
徹
し
、
ひ
た
す
ら
現
実
を
見
つ
め

る
と
こ
ろ
で
生
ま
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
緑
雨
の
指
摘

は
特
異
で
あ
っ
た
と
い
え
、
そ
こ
に
ま
た
、
何
ら
か
の
可
能
性
を
探
る
こ
と
も

出
来
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

三

緑
雨
の
「
非
戦
」
が
、
社
会
主
義
に
も
キ
リ
ス
ト
教
に
も
依
拠
す
る
も
の
で

な
い
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
ど
う
い
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
の
だ

ろ
う
か
。

緑
雨
は
、
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
の
中
で
市
井
の
人
々
を
見
つ
め
続
け
て
い
た
。
そ

の
視
線
は
、
社
会
主
義
者
の
視
線
に
兎
な
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
r
平
民
新
関
」

は
、
雲
水
遺
者
談
・
秋
水
生
筆
記
「
東
京
の
木
賃
宿
」
　
（
明
三
七
二
　
二
〇

⊥
二
こ
　
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
下
層
社
会
を
描
き
出
し
て
い
る
。

連
込
み
の
客
多
き
は
浅
草
の
木
賃
宿
に
て
、

之
に
次
ぐ
は
深
川
、
四
谷
、

本
所
な
り
、
麻
布
に
は
左
ま
で
多
か
ら
ず
、
（
略
）

連
込
み
の
客
の
統
計
を
聞
く
に
、
市
内
二
百
余
戸
の
木
賃
宿
に
て
、
一

昼
夜
に
少
く
も
八
百
組
乃
至
千
二
三
百
組
は
あ
る
べ
く
、
此
外
安
宿
ご
ろ

つ
き
と
い
へ
る
婦
人
五
六
百
人
の
多
き
に
及
べ
り
。

愛
に
哀
れ
は
夫
あ
る
身
の
情
け
を
粥
ぎ
て
、
其
日
の
代
の
足
と
す
る
も

の
も
少
か
ら
ず
。

緑
両
も
ま
た
同
じ
世
界
を
見
つ
め
、
一
連
の
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
に
描
い
て
い
る
。

○
称
の
き
た
な
き
も
姑
し
な
れ
ば
ゆ
る
し
た
ま
へ
、
数
あ
る
中
に
も
彼
の
安

私
礪
子
な
る
も
の
、
わ
が
閃
き
知
れ
る
所
に
て
は
、
人
の
妾
な
ら
ぬ
は
無

か
り
L
や
う
な
り
、
浅
草
に
て
も
、
本
所
に
て
も
。

○
昼
は
ぶ
ら
！
～
と
酒
の
香
去
ら
ぬ
蜘
楊
子
、
夕
幕
よ
り
か
け
て
お
の
が
女

房
の
も
と
へ
客
を
引
き
来
る
亭
主
の
、
胸
毛
こ
そ
深
け
れ
獣
に
も
あ
ら

ず
、
あ
さ
ま
し
き
事
な
り
。
今
の
男
の
起
ち
か
、
り
て
起
ち
も
せ
ず
時
移

し
た
る
は
、
お
も
ふ
に
汝
が
引
き
留
め
し
な
る
べ
し
何
故
の
ひ
そ
L
r
＼
－
声

ぞ
と
、
こ
れ
を
は
じ
め
に
棟
剖
長
屋
の
内
と
外
に
て
、
一
夜
に
三
度
は
必

ず
定
例
の
如
く
喧
嘩
す
る
夫
婦
、
本
所
に
あ
り
た
り
。



（
「
お
ぼ
え
帳
」
明
三
〇
・
四
～
一
二
）

緑
雨
も
最
下
層
の
世
界
を
見
つ
め
、
身
を
売
る
女
た
ち
を
描
い
て
い
る
。
し

か
し
緑
雨
は
、
こ
の
下
層
社
会
の
悲
惨
さ
を
、
「
社
会
制
度
」
　
の
変
革
へ
で
は

な
く
、
滑
稽
へ
と
昇
華
さ
せ
て
い
く
。

○
類
は
さ
ま
ぐ
、
こ
の
泥
沼
に
棲
む
虫
の
う
ち
に
も
、
岸
か
ら
岸
を
渡
り

者
と
い
ふ
が
矢
張
あ
り
て
、
往
々
家
を
駆
出
す
に
砲
主
は
衣
取
上
げ
、
蒲

団
に
く
る
み
て
品
物
の
如
く
座
敷
に
放
下
し
置
き
、
客
あ
れ
ば
其
処
へ
押

入
る
、
と
い
ふ
は
、
浅
草
に
て
き
、
た
る
話
な
り
。
屋
根
代
、
餌
代
、
蒲

団
代
と
て
僅
少
の
中
よ
り
差
引
か
る
、
に
よ
り
、
こ
の
女
何
事
も
力
及
ば

ず
、
生
れ
な
が
ら
の
昔
に
還
り
て
、
常
に
素
裸
な
り
。

○
捌
々
、
か
ら
捌
よ
と
六
歳
許
な
る
男
の
児
の
草
鞋
穿
き
て
朝
夕
呼
び
来
る

を
、
あ
れ
も
人
の
と
物
好
な
る
嗅
衆
の
走
り
出
で
、
素
性
を
問
へ
ば
、
児

は
早
く
も
眼
を
う
る
ま
せ
て
、
父
は
先
頃
投
り
、
母
は
今
病
の
床
に
と
言

ふ
に
、
い
ぢ
ら
し
と
人
々
寄
集
ま
り
て
、
要
る
も
要
ら
ぬ
も
買
ふ
て
遣
れ

ば
、
児
は
嬉
し
げ
に
空
藍
担
ぎ
、
看
返
り
く
橋
一
つ
越
え
L
が
、
其
処

に
立
ち
た
る
女
の
傍
へ
、
阿
母
あ
、
も
う
み
ん
な
売
つ
ち
ま
つ
た
と
駈
寄

れ
ば
、
女
は
児
の
頭
撫
で
つ
、
l
　
爾
か
早
か
っ
た
ね
、
今
日
は
何
遍
泣
い

た
え
。
ま
こ
と
は
父
は
入
牢
の
身
な
り
L
と
。
（
「
お
ぼ
え
帳
」
同
前
）

描
か
れ
る
人
々
は
、
卑
小
で
あ
り
、
ど
こ
か
悲
し
い
。
だ
が
そ
の
卑
小
さ
や

悲
し
さ
は
、
滑
稽
な
「
笑
い
」
　
へ
と
昇
華
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

自
ら
も
貧
し
さ
の
中
に
い
て
、
組
織
を
な
さ
ず
個
に
徹
し
、
世
の
中
の
現
実

を
直
祝
し
、
愚
か
さ
も
受
け
入
れ
つ
つ
、
滑
稽
な
人
間
の
姿
を
「
笑
い
」
の
中

に
描
く
こ
と
。
そ
れ
こ
そ
が
、
「
遺
徳
」
に
よ
っ
て
美
し
い
あ
る
べ
き
「
国
民
」

像
が
形
成
さ
れ
、
戦
争
へ
と
向
か
う
時
代
の
中
で
の
、
緑
雨
の
抵
抗
の
拠
り
所

だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

一
8
こ

こ
れ
ま
で
に
も
述
べ
て
き
た
が
、
緑
雨
は
儒
教
的
な
「
遺
徳
」
に
た
い
す
る

批
判
を
続
け
て
い
る
。
少
し
挙
げ
て
み
る
。

○
大
方
は
忠
孝
を
誤
解
せ
る
教
員
の
下
に
、
偶
然
な
ら
ぬ
此
生
徒
を
置
か
ん

は
惜
し
か
ら
ず
や
。
高
等
科
の
一
年
な
り
し
か
、
二
年
な
り
し
か
、
『
楠

正
成
は
木
に
て
造
り
忠
義
の
為
に
用
ふ
る
も
の
な
り
L
と
書
き
L
に
、
受
一

持
の
目
に
稜
立
て
、
懲
ら
し
た
れ
ど
、
気
を
平
か
に
傍
ら
よ
り
読
下
せ
　
1
0

ば
、
お
の
づ
か
ら
興
味
の
溢
る
、
如
き
を
覚
ゆ
。
仮
に
之
を
風
刺
と
い
は
ー

ん
か
、
か
く
も
巧
な
る
は
今
の
文
界
に
兄
も
及
ば
ず
。

（
「
仕
入
帳
」
明
三
四
二
～
七
）

緑
雨
は
「
忠
孝
」
を
嘲
笑
す
る
。
そ
し
て
ま
た
、
次
の
よ
う
に
も
言
う
の
で

あ
る
。○
道
徳
と
ハ
縄
張
の
如
き
も
の
乎
潜
る
に
罪
あ
る
べ
し
飛
越
す
に
何
の
罪
ぞ

風
采
な
り
L
と
お
ぼ
ゆ
賭
博
と
盗
賊
と
密
通
と
さ
へ
せ
ざ
れ
ば
よ
し
然
れ

ど
も
わ
れ
を
以
て
言
は
し
む
れ
バ
賭
博
も
よ
し
盗
賊
も
よ
し
密
通
殊
に
よ

し
遺
徳
と
い
ひ
法
律
と
い
ふ
も
畢
克
ハ
雲
か
霞
、
あ
り
と
ハ
見
え
て
界
定

か
な
ら
ず
あ
ら
ゆ
る
天
下
の
罪
を
一
遍
通
り
犯
し
ぬ
い
た
る
時
に
於
て
初



め
て
人
間
の
妙
ハ
現
は
る
、
も
の
に
あ
ら
ざ
る
か
（
「
二
つ
三
つ
」
明
二
八
・
九
）

○
更
に
お
も
ふ
、
人
生
の
妙
ハ
善
あ
り
て
生
ず
る
に
あ
ら
ず
、
悪
あ
り
て
生

ず
る
な
り
と
。
世
に
物
語
の
種
を
絶
た
ざ
る
も
の
、
実
に
悪
人
の
お
か
げ

な
り
。
吾
を
し
て
歴
史
家
た
ら
し
め
バ
、
道
真
を
伝
ふ
る
に
勉
め
ん
よ

り
、
時
平
を
伝
ふ
る
に
勉
め
ん
。
吾
を
し
て
戯
曲
家
、
小
説
家
、
若
く
ハ

詩
人
た
ら
し
め
バ
、
徒
ら
に
神
の
御
前
に
脆
か
ん
よ
り
、
悪
魔
と
、
も
に

虚
空
に
躍
ら
ん
。
　
　
　
　
（
「
眼
前
口
頭
」
明
三
一
二
⊥
二
二
二
二
）

緑
雨
は
、
「
道
徳
」
や
「
法
律
」
と
い
っ
た
既
成
の
枠
を
越
え
、
「
悪
」
や

「
罪
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
を
「
犯
し
ぬ
い
た
」
時
に
、
「
人
間
の
妙
」
や
「
人
生

の
妙
」
が
現
れ
る
と
い
う
。

こ
の
よ
う
な
緑
雨
の
言
葉
は
、
例
え
ば
、
太
平
洋
戦
争
後
に
述
べ
ら
れ
た
坂

口
安
吾
の
次
の
よ
う
な
言
葉
を
彷
彿
と
さ
せ
る
。

・
自
分
自
身
の
武
士
道
、
自
分
自
身
の
天
皇
を
あ
み
だ
す
た
め
に
は
、
人
は

正
し
く
堕
ち
る
道
を
堕
ち
き
る
こ
と
が
必
要
な
の
だ
。
そ
し
て
人
の
如
く

に
日
本
も
亦
堕
ち
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
堕
ち
る
道
を
堕
ち
き
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
自
分
自
身
を
発
見
し
、
救
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
政
治

に
よ
る
救
い
な
ど
は
上
皮
だ
け
の
愚
に
も
つ
か
な
い
物
で
あ
る
。

（
「
堕
落
論
」
昭
二
一
・
四
）

・
我
々
は
か
か
る
封
建
遠
別
の
カ
ラ
ク
リ
に
み
ち
た
「
健
全
な
る
道
義
」
か

ら
転
落
し
、
裸
と
な
っ
て
真
実
の
大
地
へ
降
り
立
た
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
我
々
は
「
健
全
な
る
道
義
」
か
ら
堕
落
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
真
実

の
人
間
へ
筏
帰
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

・
堕
落
の
も
つ
性
格
の
一
つ
に
は
孤
独
と
い
う
偉
大
な
る
人
間
の
実
相
が
厳

と
し
て
存
し
て
い
る
。
（
略
）
孤
独
と
い
う
通
路
は
神
に
通
じ
る
道
で
あ

り
、
善
人
な
お
も
て
往
生
を
と
ぐ
、
い
わ
ん
や
悪
人
を
や
、
と
は
こ
の
道

だ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
続
堕
落
論
」
昭
二
一
二
二
）

安
吾
は
「
武
士
道
」
や
「
封
建
」
的
「
道
義
」
に
依
存
す
る
の
で
は
な
く
、

孤
独
の
中
で
、
善
も
悪
も
混
然
と
な
っ
た
自
分
自
身
の
道
を
「
堕
ち
き
る
」
こ

と
に
よ
っ
て
、
「
自
分
自
身
を
発
見
」
し
、
「
救
い
」
、
そ
し
て
「
真
実
の
人
間

へ
復
帰
」
す
る
の
だ
と
述
べ
る
。
そ
れ
は
、
緑
雨
の
言
葉
に
響
き
合
う
も
の
が

7

▼

l

・

t

あ
る
。
そ
し
て
安
吾
は
、
「
道
化
」
と
い
う
文
学
の
あ
り
か
た
を
摸
索
し
て
い

た
の
で
あ
る
。

緑
雨
の
視
点
は
、
時
を
隔
て
て
太
平
洋
戦
争
後
、
安
吾
に
よ
っ
て
見
出
さ
れ

て
い
く
道
へ
と
通
じ
て
い
く
と
思
わ
れ
る
。

「
道
徳
」
や
「
武
士
道
」
と
い
っ
た
美
し
い
物
語
を
剥
ぎ
取
り
、
現
実
を
ご

ま
か
し
の
な
い
眼
で
捉
え
、
滑
稽
な
「
笑
い
」
　
の
中
に
描
い
て
い
く
こ
と
も
ま

た
、
「
非
戦
」
に
繋
が
る
一
つ
の
生
き
方
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

で
は
緑
雨
は
、
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
の
中
で
、
戦
争
と
い
う
も
の
を
ど
の
よ
う
に

見
つ
め
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
【
日
清
戦
争
後
の
世
の
中
を
、
緑
雨
は
次
の
よ
う

に
見
て
い
る
。

○
軍
人
の
接
尾
を
憤
れ
る
人
よ
、
去
っ
て
浅
草
公
園
に
行
け
、
渠
等
が
木
戸

11



銭
ハ
子
供
と
同
じ
く
半
額
な
り
。

（
「
眼
前
口
頭
」
前
出
）

○
寄
席
に
日
本
亭
、
貸
座
敷
に
世
界
楼
は
わ
が
歳
の
尚
十
代
な
り
け
る
比
よ

り
の
こ
と
な
れ
ど
、
こ
れ
に
ひ
と
し
き
家
名
の
、
廿
七
八
年
役
以
来
彩
し

く
な
り
て
、
薔
歳
亭
と
称
す
る
牛
屋
さ
へ
あ
り
L
が
、
ま
こ
と
や
戦
争
は

際
物
な
る
と
、
も
に
、
漸
く
廃
れ
て
今
は
ま
た
旧
に
か
へ
り
ぬ
。
石
鹸
、

歯
磨
、
巻
煙
草
の
名
も
紛
ら
は
し
き
ほ
ど
な
り
L
も
、
同
断
な
り
。

○
や
ま
と
、
敷
島
、
皆
よ
き
も
の
に
は
用
ひ
ら
れ
ず
。
東
洋
館
と
称
す
る
下

宿
屋
、
芝
に
神
田
に
本
郷
に
、
わ
が
知
れ
る
の
み
に
て
も
五
軒
以
上
あ
り

た
り
。

○
無
類
は
森
川
な
る
煙
草
店
の
、
紅
瓦
怒
屋
と
名
け
ら
れ
し
事
な
り
。
但
し

こ
れ
は
、
戦
死
者
の
縁
故
あ
る
に
よ
れ
る
な
り
と
。

〇
倍
て
や
懲
せ
や
活
国
と
、
和
議
未
調
は
ざ
る
折
の
こ
と
な
り
き
。
生
れ
し

一
子
が
名
を
凱
旋
と
命
じ
、
区
役
所
に
届
け
出
で
た
る
者
あ
り
、
掛
の

人
々
笑
止
が
り
て
放
し
た
れ
ど
、
遂
に
肯
か
ざ
り
し
と
な
り
。
成
長
の

後
、
世
に
顕
る
、
に
つ
け
、
隠
る
、
に
つ
け
、
斯
く
ば
か
り
際
立
ち
た
る

は
な
か
る
べ
し
。

○
戦
争
後
、
勝
利
と
称
す
る
小
芸
妓
あ
り
、
凱
旋
と
称
す
る
娼
妓
あ
り
。

（
「
ひ
か
へ
帳
」
明
三
一
二
～
一
二
）

緑
雨
は
、
日
活
戦
争
後
、
勝
利
に
酔
っ
て
い
く
世
の
中
を
、
茶
化
し
っ
つ
、

あ
る
苦
々
し
さ
を
持
っ
て
見
つ
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

や
が
て
緑
雨
は
、
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
の
中
で
、
日
本
の
軍
国
化
や
国
家
主
義
化

に
対
す
る
、
か
ら
か
い
や
拒
絶
を
顕
わ
に
し
始
め
る
。

○
い
さ
ぎ
ょ
や
の
大
和
魂
を
歌
に
き
け
ば
、
朝
日
に
匂
ふ
山
櫻
花
と
い
へ

り
。
股
掻
切
り
て
死
す
る
に
さ
へ
も
猶
美
事
に
と
の
形
容
詞
を
受
け
ざ
る

可
ら
ず
。
今
昔
の
差
ひ
は
言
は
ず
も
が
な
、
武
士
道
は
中
々
骨
の
折
れ
た

も
の
な
り
。
た
だ
頭
割
勘
定
の
い
ざ
跡
腹
と
な
り
て
、
い
つ
も
太
だ
美
事

な
ら
ぬ
奴
も
、
葬
り
に
之
を
奨
励
す
る
に
よ
れ
ば
、
何
処
か
自
然
に
融
通

は
附
く
こ
と
、
見
え
た
り
。

○
泰
山
は
土
壌
を
ゆ
づ
ら
ず
、
さ
れ
ば
小
論
客
あ
り
、
小
策
士
あ
り
、
小
銀

行
あ
り
、
小
雑
誌
あ
り
、
刺
さ
へ
小
勧
工
場
あ
り
て
、
こ
れ
ら
の
相
集
合

し
、
抱
合
し
、
化
合
せ
る
も
の
を
、
大
日
本
国
と
称
す
る
な
り
。
冨
山
は

は
、
吃
然
雲
表
に
秀
て
、
千
秋
ゆ
る
が
ぬ
御
世
の
姿
を
、
世
界
に
誇
示
せ

り
、
写
真
に
誇
示
せ
り
。
　
　
　
　
（
「
半
文
銭
」
明
三
五
二
千
八
）

こ
の
よ
う
に
緑
雨
は
、
「
武
士
道
」
を
笑
い
、
「
大
日
本
国
」
と
い
う
美
々
し

い
覆
い
を
剥
ぎ
取
っ
て
、
そ
の
卑
小
な
実
体
を
暴
露
し
て
み
せ
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
緑
雨
は
、
次
の
よ
う
な
痛
烈
な
言
葉
を
発
す
る
。

○
日
本
は
武
士
国
な
り
き
。
刃
を
避
け
ざ
る
武
士
の
勇
気
を
以
て
、
人
類
一

般
の
勇
気
を
誤
解
せ
る
団
な
り
き
。
有
識
な
る
べ
き
人
の
論
評
に
も
、
今

猶
こ
の
傾
向
を
存
す
。
武
士
国
は
野
蛮
国
な
り
、
武
士
国
の
勇
気
は
野
蛮
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国
の
勇
気
也
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
大
底
小
底
」
明
三
六
・
五
～
七
）

緑
雨
は
、
こ
こ
で
、
日
本
が
武
力
を
用
い
て
い
く
こ
と
を
否
定
し
て
い
る
。

こ
の
言
葉
も
ま
た
、
緑
雨
の
「
非
戦
」
の
言
葉
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

緑
雨
は
、
市
井
に
生
き
る
人
々
の
姿
を
見
つ
め
続
け
、
か
ら
か
い
や
滑
稽
と

い
っ
た
茶
化
し
の
態
度
を
一
つ
の
拠
り
所
と
し
な
が
ら
、
「
軍
人
」
や
「
国
家
」

の
権
力
に
対
時
す
る
姿
勢
を
取
っ
て
い
く
。
そ
し
て
、
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
に
お
い

て
も
「
非
戦
」
　
の
言
葉
を
発
す
る
に
至
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

緑
雨
が
、
秋
水
に
宛
て
た
書
簡
の
中
で
、
「
急
こ
僕
モ
非
戦
論
デ
モ
古
キ
タ

ク
ナ
ツ
タ
」
と
述
べ
た
の
は
、
唐
突
な
思
い
つ
き
で
は
な
い
。
緑
雨
が
そ
の
生

涯
の
晩
年
に
、
秋
水
と
の
深
い
交
友
を
続
け
て
い
っ
た
の
は
、
立
脚
す
る
と
こ

ろ
は
異
に
し
な
が
ら
も
、
緑
雨
の
内
奥
に
、
秋
水
と
深
く
響
き
合
う
も
の
が
あ

っ
た
か
ら
で
あ
る
。

お
わ
り
に

緑
雨
と
秋
水
と
の
交
友
は
、
表
面
的
な
も
の
で
は
な
い
。
国
家
主
義
化
し
、

日
露
戦
争
へ
と
突
き
進
む
時
代
へ
の
違
和
感
を
抱
い
た
二
人
が
、
そ
れ
ぞ
れ
独

自
の
姿
勢
を
保
ち
な
が
ら
括
抗
し
合
い
、
深
く
関
わ
り
合
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

緑
雨
が
、
死
の
直
前
に
遺
し
た
「
僕
も
非
戦
論
で
も
吉
き
た
く
な
っ
た
」
と

い
う
言
葉
は
、
時
代
と
烈
し
く
格
闘
し
て
い
た
緑
雨
の
姿
を
表
し
て
い
る
。
そ

し
て
秋
水
へ
の
書
簡
か
ら
は
、
現
実
の
世
の
中
や
、
荻
さ
も
愚
か
さ
も
併
せ
持

つ
人
間
の
真
の
姿
か
ら
離
れ
て
は
な
ら
な
い
と
訴
え
る
緑
雨
の
姿
が
浮
か
び
上

が
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
こ
の
背
景
に
は
、
緑
雨
が
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
に
お
い

て
、
軍
国
化
し
て
い
く
「
国
家
」
と
対
峠
し
な
が
ら
、
市
井
に
生
き
る
人
々
の

姿
を
鋭
く
見
つ
め
、
描
き
続
け
て
き
た
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

「
も
し
」
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得
な
い
と
し
て
も
、
「
も
し
」
そ
の
後
し
ば
ら

く
緑
雨
が
生
き
続
け
て
い
た
と
し
た
ら
、
秋
水
は
「
大
逆
事
件
」
に
性
急
に
巻

き
込
ま
れ
て
い
っ
た
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
緑
雨
は
、
秋
水
の
処
刑
に
際
し
て
、

一
体
ど
の
よ
う
な
言
葉
を
発
し
て
い
た
だ
ろ
う
か
と
、
考
え
て
み
ず
に
は
い
ら

れ
な
い
の
で
あ
る
。

注（
1
）
　
r
近
代
文
学
試
論
」
　
（
二
〇
〇
四
二
二
）
、
二
〇
〇
三
年
二
一
月
二
〇
日
に
開
催
さ

れ
た
広
島
近
代
文
学
研
究
会
で
の
発
表
を
も
と
に
し
て
い
る
。

（
2
）
　
第
二
三
条
　
左
の
各
号
に
該
当
す
る
活
劇
は
興
行
す
る
こ
と
を
得
ず

一
、
勧
斉
懲
悪
の
主
旨
に
背
戻
す
る
も
の

二
、
台
詞
、
所
作
等
に
し
て
猥
芸
又
は
惨
酷
に
捗
る
も
の

三
、
政
談
に
粉
は
し
き
も
の

四
、
前
各
号
に
該
当
せ
さ
る
も
の
と
蛙
台
詞
、
所
作
等
に
於
て
公
安
若
は
風
俗

を
害
す
る
の
虞
あ
る
も
の

（
東
京
都
公
文
書
館
資
料
。
但
し
、
旧
字
体
を
新
字
体
に
片
仮
名
を
平
仮
名
に
改
め
、

濁
点
も
施
し
た
。
）

（
3
）
木
村
毅
氏
は
、
「
斎
藤
緑
雨
の
一
面
－
幸
征
秋
水
と
の
交
橘
に
つ
い
て
－
」
（
r
伝
記
」

一
九
三
六
・
七
）
　
で
、
「
神
崎
清
君
は
、
緑
雨
が
幸
徳
秋
水
と
親
交
あ
り
、
且
つ
　
r
平

民
新
聞
」
に
寄
稿
し
た
の
を
材
料
と
し
て
、
彼
が
社
会
運
動
に
関
心
を
も
っ
た
事
を

指
摘
し
、
彼
の
進
歩
性
を
認
め
や
う
と
し
た
。
こ
れ
は
観
方
と
し
て
は
緑
雨
に
新
ら
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し
い
陰
影
を
添
へ
る
も
の
で
あ
る
が
」
、
デ
ー
タ
が
不
足
し
て
い
る
と
述
べ
、
そ
の
材

料
を
提
供
す
る
と
し
て
、
小
泉
三
申
氏
か
ら
受
け
継
い
だ
緑
雨
の
秋
水
宛
昏
筒
を
公

開
し
て
い
る
。
小
塙
は
、
こ
う
い
っ
た
指
摘
の
延
長
上
に
、
両
者
の
関
係
の
内
実
を

探
る
試
み
で
あ
る
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

（
4
）
小
山
田
謙
氏
は
、
「
弟
の
記
憶
に
残
っ
た
斎
藤
緑
雨
の
半
面
」
（
「
文
蛮
春
秋
J
一
九

二
九
二
〇
）
　
で
、
「
僕
を
兄
弟
中
で
一
番
可
愛
が
つ
て
く
れ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。

ま
た
出
征
の
日
の
こ
と
に
つ
い
て
も
、
「
僕
は
明
治
三
十
七
年
の
二
月
の
戎
夜
第
二
師

団
の
野
戦
病
院
附
と
し
て
仙
台
へ
向
か
ふ
と
き
兄
は
上
野
駅
へ
送
っ
て
来
て
く
れ
た
。

r
妹
を
大
事
に
し
て
い
つ
て
来
て
く
れ
、
己
は
お
前
の
帰
る
ま
で
に
死
ぬ
と
恩
ふ
。
プ

ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
は
混
雑
し
て
イ
ヤ
だ
か
ら
こ
、
で
別
れ
る
」
、
r
来
い
の
に
ど
う
も
有

撃
っ
、
ど
う
ぞ
御
大
事
に
」
と
い
っ
て
待
合
室
で
手
を
握
り
合
っ
て
別
れ
た
。
こ
れ

が
僕
と
の
永
遠
の
別
れ
で
あ
っ
た
。
其
時
の
兄
の
淋
し
い
顔
は
と
て
も
忘
れ
ら
れ
な

い
、
」
と
述
べ
て
い
る
。
弟
を
戦
地
へ
送
る
緑
雨
の
心
痛
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
な
お
、

r
斎
藤
緑
雨
全
集
」
第
八
巻
「
年
譜
」
（
二
〇
〇
〇
二
、
筑
摩
堅
壁
に
は
、
「
二
月

マ
7

（
一
四
旦
、
弟
誰
を
仙
台
の
第
一
師
団
野
乾
病
院
へ
と
送
る
。
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は

「
第
二
師
団
」
が
正
し
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

（
5
）
小
山
田
謙
氏
は
回
想
録
（
前
出
）
　
で
、
緑
雨
と
秋
水
の
交
友
に
言
及
し
、
秋
水
に
つ

い
て
、
「
僕
に
も
偉
い
処
の
あ
る
人
だ
と
誉
め
て
居
た
。
」
と
述
べ
て
い
る
。

（
6
）
「
緑
雨
の
杏
簡
」
（
r
読
売
新
聞
」
明
三
八
・
二
・
五
～
一
二
二
l
四
）
。
こ
こ
に

は
、
明
治
三
七
年
二
月
一
五
日
付
録
雨
書
簡
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

（
7
）
木
村
毅
氏
は
、
前
掲
論
文
で
、
「
義
に
掲
げ
る
緑
雨
の
手
紙
は
、
凡
て
幸
徳
秋
水
に

宛
て
た
も
の
で
、
ど
う
い
う
積
も
り
で
か
分
ら
な
い
が
、
秋
水
が
二
束
に
し
て
保
存

し
て
ゐ
た
。
大
逆
事
件
前
後
の
紛
雑
で
、
彼
の
簿
雷
悉
く
散
侠
し
た
で
あ
ら
う
中
に
、

是
の
み
が
纏
め
ら
れ
て
ゐ
た
事
は
、
秋
水
に
於
て
何
か
の
考
へ
が
あ
っ
た
ら
し
い
の

だ
が
、
今
日
か
ら
は
知
る
由
も
な
い
。
断
頭
台
に
上
っ
た
秋
水
の
後
始
末
は
、
凡
て

小
泉
三
申
氏
が
せ
ら
れ
た
。
此
れ
は
世
間
周
知
の
事
実
で
、
そ
の
時
若
干
の
秋
水
の

遺
品
と
共
に
こ
の
緑
雨
の
手
紙
も
先
生
の
保
管
に
下
に
移
っ
た
。
」
と
、
そ
の
経
緯
を

述
べ
て
い
る
。

（
8
）
拙
論
「
斎
藤
緑
雨
の
r
恋
」
と
r
間
」
－
恋
愛
神
聖
論
か
ら
道
徳
回
帰
へ
の
時
代
の

中
で
－
」
（
r
近
代
文
学
試
論
」
二
〇
〇
二
二
二
）
、
ま
た
、
注
（
1
）
に
挙
げ
た
拙

論
で
も
、
緑
雨
が
「
道
徳
」
に
対
略
し
続
け
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

〔
付
記
〕
小
塙
は
、
二
〇
〇
四
年
六
月
二
〇
日
に
開
催
さ
れ
た
広
島
大
学
国
語
国
文
学
会
春
季
研

究
集
会
で
の
発
表
を
も
と
に
し
て
い
る
。

－
つ
か
も
と
・
あ
き
こ
、
和
歌
山
工
業
高
等
専
門
学
校
助
教
授
－
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